
少女雑誌コレクションの活用

～展示・記憶遺産申請について～

菊陽町図書館 司書 松本和代



菊陽町の概要

・熊本市のベッドタウン
・人口 40,443人

（平成27年10月末現在）



菊陽町図書館の概要

・平成15年10月開館

・図書館ホール併設

（客席480席）

・蔵書数約16万冊

・面積

（図書館1,858㎡＋図書館

ホール1,388㎡）



少女雑誌コレクション

・開館時に寄贈
（雑誌71種類約2,900冊、ふろく約1,000点）

・少女雑誌とは？

明治30年代～昭和40年代に出版された少女向けの雑誌で

小説などの読み物が掲載されているものと定義
※漫画雑誌ではない

⇒文芸誌＋ファッション誌＝総合誌

「少女たちの教養や感性を育むもの」



企画展

・年に２回の企画展（企画展と企画展の間は常設展示）

・過去の企画展

乙女のふろく展（平成27年度）

洋画・日本画 巨匠たちの少女雑誌展（平成23年度）

少女雑誌にみる熊本ゆかりの作家たち展（平成22年度）

戦時下の少女たち展（平成17年度） 他



データベースの活用

・菊陽町図書館HP
http://www.kikuyo-lib.jp/hp/



データベースの活用
・メディア芸術データベース

https://mediaarts-db.jp/mg/
・京都国際マンガミュージアムHP

http://www.kyotomm.jp/



ユネスコ記憶遺産（国際登録）国内公募に申請

・ユネスコ記憶遺産とは？

手書き原稿、書籍、ポスター、図画、地図、音楽、写真、映画等の

記録遺産を対象として、世界的重要性を有する物件をユネスコが

認定・登録する事業。 例）アンネの日記、ベートーヴェンの楽譜、人権宣言など

・日本で登録されているもの

「山本作兵衛炭坑記録画・文書」、「御堂関白記」、「慶長遣欧使節関連

資料」、「東寺百合文書」、「舞鶴への生還」

・平成29年の登録を目指す⇒

平成27年3～6月国内申請、9月候補物件選定（2件）選外



展示・活用のバランス

・認知度アップのための展示

人員不足による長期間の展示

⇔ 資料の保護

・展示・保存についての正しい知識不足

・生涯学習施設である図書館として活用

閲覧可能 ⇔ 資料の保護

回想法 ⇔ 資料の保護
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